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(57)【要約】
　自動車の内側から錠を緊急開放する装置であって、固
定プレート（１０）と、前記固定プレート（１０）が摺
動可能に取り付けられており、前記錠のフック要素（２
３）の係合を補助し、凹部（３４）を備える拡張部分３
２を有する可動式プレート（１２）と、前記可動式プレ
ート（１２）の滑動を許可するように、選択的に前記凹
部（３４）から引き抜くことができるばねラッチ（１８
）と、前記ラッチ（１８）に接続する一端と操作ハンド
ル（１４）を提供する他端とを有する平棒のような、前
記ラッチ（１８）の引き抜きを実行するための操作手段
と、を備える、自動車の内側から錠を緊急開放する装置
。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定プレート（１０）と、
　前記固定プレート（１０）上に滑動可能に取り付けられており、錠のフック要素（２３
）の係合を補助し、凹部（３４）を備える拡張部分（３２）を有する可動式プレート（１
２）と、
　前記可動式プレート（１２）の滑動を許可するように、選択的に前記凹部（３４）から
引き抜くことができるばねラッチ（１８）と、
　前記ラッチ（１８）に接続する一端と、操作ハンドル（１４）を提供する他端とを有す
る平棒（１６）のような、前記ラッチ（１８）の引き抜きを実行するための操作手段と
　を備える、自動車の内側から錠を緊急開放する装置。
【請求項２】
　前記固定プレート（１０）は、少なくとも１つの蟻継ぎ溝（２０）を有し、
　前記可動式プレート（１２）は、少なくとも１つの蟻継ぎ突起（２８）を有し、
　前記蟻継ぎ突起（２８）は、前記プレート（１０，１２）の滑動係合を許容するように
固定プレート（１０）の溝（２０）の断面に対応する断面をそれぞれ有している、請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　前記凹部（３４）は、実質的に矩形形状を有する、請求項１又は請求項２に記載の装置
。
【請求項４】
　前記固定プレート（１０）は、可動式プレート（１２）の滑動方向に平行に方向付けら
れ各弾性部材の台座として働く少なくとも２つの穴（２２）を有し、
　前記弾性部材は、前記拡張部分（３２）が突出している端部の反対側の前記可動式プレ
ート（１２）の一端から突出している突起（３６）を押している、前述の請求項のいずれ
か１つに記載の装置。
【請求項５】
　前記可動式プレート（１２）は、前記フック要素（２３）の固定を許容するように、複
数の穴、特にネジ穴（３０）、を有している、前述した請求項のいずれか１つに記載の装
置。
【請求項６】
　前述した請求項のいずれか１つの請求項に記載の少なくとも１つの錠用の緊急開放装置
を有する車両。
【請求項７】
　前記固定プレート（１０）は、前記錠が取り付けられておりドアによって閉じられる開
口の境界を示す上部（１１）に固定されている、請求項６に記載の車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機械工学の技術分野に関し、より詳細には、実質的にどのような車両の内側
からでも錠を緊急開放する開放システム又は開放装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術によると、既知の解決方法は、車両のドアに取り付けられる炸薬を伴うシステ
ムに関し、前記炸薬は、緊急時には、錠の台座から錠を吹き飛ばすように起動され、その
結果、ドアが開く。しかしながら、爆発物を使用するため、このシステムは、本質的に車
両の乗員にとって危険である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　本発明の目的は、先行技術に関連する不利益を受けない錠用緊急開放装置を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係る装置は、車両の乗客に危険又は危害を与えることなく車両の内側からの逃
げ道を提供するように、ドアの施錠システムに関連づけられたうえで、緊急時に、ドアを
開放する機能、及び／又は、車両の閉鎖システムを有する機械的なシステムから構成され
ている。そのような装置は、以下の請求項１で説明される。本発明に係る好ましい特徴は
従属請求項において説明される。
【０００５】
　本発明は、更に、少なくとも１つの錠を緊急開放する前述したタイプの装置を備える車
両に関する。
【０００６】
　本発明の更なる特徴及び利点は、添付の図面を参照し、単に非制限的な例によって与え
られた以下の詳細な説明から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る装置の上部プレートの平面図。
【図２】図１による上部プレートの前端の正面図。
【図３】図１による上部プレートの側面図。
【図４】図１による上部プレートの斜視図。
【図５】図１の上部プレートの異なる角度からの斜視図。
【図６】本発明に係る装置の底部プレートの斜視図。
【図７】図６による底部プレートの上面図。
【図８】図６による底部プレートの正面図。
【図９】図５による底部プレートの側面図。
【図１０】本発明に係る装置の全体の斜視図。
【図１１】自動車に導入された本発明に係る装置を図示する模式的斜視図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　それ自体従来型の車両のドア錠用の緊急開放装置は、金属及び／又は他の材料からなる
２つのプレート又は部品を備える（図１０参照）。一方の底部のプレート又は部品１０は
、車両の上部又は柱状部１１（図１１参照）に固定され、もう一方の上部の可動式のプレ
ート又は部品１２は、第１のプレート１０上を滑動する。本装置は、緊急時に、ハンドル
又はノブ１４を使用して車両に乗っている人によって直接操作される。ハンドル又はノブ
１４は、平鋼棒１６に接続されており、平鋼棒１６は、好適にはばねタイプの、ラッチ１
８に同様に接続されている。前記操作によって、以下に詳細に説明するように、可動式プ
レート１２は固定プレート１０から外され、その結果、ドアは施錠装置から解放される。
【０００９】
　底部プレート１０（図６から図９参照）は、「蟻継ぎ（dovetail）」タイプの凹形状に
切削された溝２０と、２つの穴２２とを有する。穴２２は、底部プレート１０の一般平面
に平行に実質的に延在し、それぞれの弾性部材（図７のみに簡単に示す、例えば従来の螺
旋状ばね）用の台座として機能する。前記弾性部材は、錠の可動式部材に選択的に係合す
るように設計された、フック要素２３又は「ノーズピース」（図１１のみに簡単に示す）
からの排出及び解放／それとの係合を支援する。
【００１０】
　フック要素２３は、一対の穴２７を有するプレート２５から突出しており、一対の穴２
７は、プレート１２の一般平面に対して垂直に形成されたプレート１２上のネジ穴３０と
それぞれ一致している。フック要素２３は、穴３０の内側に係合するネジ（図示せず）を
使用してプレート１２に締結されている。
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【００１１】
　プレート１０の周囲又は基部２４は、装置の底における境界を示し、プレート１０から
横方向に突出している側縁２６の厚みは、既存の従来型錠の閉鎖ノーズピースの中心に正
確に形成される台座の内側に、例えば溶接を使用して、プレート１０を固定する作業を容
易にする。
【００１２】
　上部又は可動式プレート１２（図１から図５参照）もまた、蟻継ぎのように凸形状に加
工されており、従って、実質的に前記プレートの一般平面と平行である突起２８の形状を
している要素を有している。溝２０の内側での突起２８の係合によって、２つのプレート
１０及び１２の完全な嵌合を達成することができ、その結果、プレート１２は、突起２８
によって決定された方向に沿って完全に滑動できる。これにより、錠の従前の操作を要求
することなしに、フック要素又はノーズピース２３を錠の可動式部材から開放する。本発
明によると、フック要素２３は、ドアによって閉じられた開口を取り囲む車両のフレーム
の固定側にもはや固定されないが、前述しているように、可動式又は上部プレート１２に
ネジ穴３０を使用して固定されている。上部プレート１２は、ばねラッチの締結又は係合
点として働く矩形の凹部３４を備える拡張部分３２を有している（図１０参照）。前記ば
ねラッチは、鋼棒１６に接続されており、鋼棒１６は、緊急時に操作を容易にするハンド
ル又はノブ１４を端部に有している。ハンドル又はノブ１４を引くことで、ばねラッチ１
８が作動し、矩形凹部３４から引き抜かれ、その結果、上部プレート１２は解放される。
プレート１２は、ばねの動きによって決定される方向にのみ、固定プレート１０上を滑動
する。前記ばねは、固定プレート１０の穴２２の内側に収納されており、突起３６を押す
。突起３６は、拡張部３２が延伸する端部と対向するプレート１２の一端から突出してい
る。このようにして、プレート１２に固定されているフック要素又はノーズピース２３は
、ドアに取り付けられている錠の可動式部材との係合から開放され、その結果、ドアは車
両の内側から開かれる。
【００１３】
　当然、本発明の原理を変更することがなく、実施形態及び構成詳細は、非制限的な例を
用いて単に説明し図解してきたものに対して、広範に変更可能であり、それにより添付の
請求項に規定した本発明の範囲から逸脱することはない。例えば、固定プレート１０及び
可動式プレート１２上の溝２０及び突起２８の配置は、それぞれ逆になってもよく、溝２
０及び突起２８は、いくらでも存在してよい。更に、装置の操作手段（平棒１６並びにハ
ンドル又はノブ１４のような、特にラッチ１８の引き抜きを実行する手段）は、それぞれ
図１０及び図１１における例を用いて説明されるように、種々の形状で設計されてもよい
。更に、本発明に係る装置の様々な構成部品の製造に使用される材料は、特に鉄材料か非
鉄材料かについては、実質的にどのような性質でもよく、本装置は、ドアによって閉じら
れる開口又は錠が取り付けられているハッチの寸法に適用するのに最適な寸法を有してい
てもよい。
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【国際調査報告】
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